
副委員長
　林　正浩さん

聞き手
　上田　未來さん

実行委員長
　田中　康彦さん

誇りを守るために

　
皆
さ
ん
は
、
現
在
の
高
島

市
民
病
院
近
く
に
、
江
戸
時

代
、
高
島
市
南
部
一
帯
の
領

主
で
あ
っ
た
分
部
氏
の
館
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？ 

　
今
年
は
、
大
溝
藩
主
・
分

部
氏
が
、
前
任
地
の
伊
勢
上

野
（
三
重
県
津
市
）
か
ら
高

島
市
の
大
溝
の
地
に
や
っ
て

き
て
、
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年

が
経
つ
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　
「
大
溝
祭
４
０
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
は
、

平
成
29
年
の
秋
、
大
溝
祭
へ

の
熱
い
思
い
を
も
っ
た
若
手

が
核
と
な
り
、
結
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。
そ
こ
で
、
大
溝

の
水
辺
景
観
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
事
務
局
の
上
田
さ
ん
が
、

実
行
委
員
の
熱
い
思
い
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

問
文
化
財
課　

（
３
２
）
４
４
６
７

上
田　
予
定

さ
れ
て
い
る

主
な
記
念
事

業
内
容
に
つ

い
て
、
教
え

て
い
た
だ
け

ま
す
か
？

石
倉　
４
０
０
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
３

つ
の
柱
―
「
伝
統
文
化
の
継

承
事
業
」、「
記
念
事
業
」、「
昔

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
事
業
」

―
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
「
伝
統

文
化
の
継
承
事
業
」
で
は
、
今
の
大
溝

祭
を
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
に
残
す
た
め
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

垣
貫　
「
記
念
事
業
」
と
し
て
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
木
札
や
手
ぬ
ぐ
い
の
作
成
、
さ

ら
に
４
０
０
周
年
限
定
の
日
本
酒
や

二
万
石
ま
ん
じ
ゅ
う
も
地
元
の
商
店
の

協
力
を
得
て
、販
売
で
き
る
予
定
で
す
。

　
　
ま
た
、
曳
山
の
曳
き
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
着
て
い
た
だ
く
法
被
も
企
画
中
で
す
。

林 

邦
茂　
「
昔
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
事

業
」
で
は
甲
賀
市
の
「
水
口
岡
山
城
の

会
」
か
ら
お
城
バ
ル
ー
ン
を
お
借
り
し

て
設
置
し
ま
す
。
水
口
岡
山
城
は
、
大

溝
城
の
天
守
が
解
体
さ
れ
た
後
、
そ
の

部
材
の
一
部
を
再
利
用
し
て
築
城
し
た

上
田　
と
こ
ろ
で
、
メ
ン
バ
ー
の
山
田
さ

ん
は
、
４
０
０
年
目
の
大
溝
祭
で
「
宰

領
（
神
輿
渡
御
の
総
責
任
者
）」
と
い

う
大
き
な
役
を
担
わ
れ
る
そ
う
で
す

ね
。
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か
？

山
田　
心
地
よ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り

ま
す
。
あ
と
、
宰
領
は
当
日
は
神
輿
渡

御
に
つ
い
て
い
く
の
で
、
曳
山
を
曳
く

皆
と
は
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
頑
張

り
ま
す
。上

田　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

田
中　
こ
の
４
０
０
周
年
を
き
っ
か
け
に
、

大
溝
祭
だ
け
で
な
く
、
大
溝
の
良

い
と
こ
ろ
を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
地
元
住
民
は
、

こ
の
機
会
に
大
溝
祭
の
歴
史
や
価

値
を
再
認
識
し
、
地
域
へ
の
誇
り

や
愛
着
心
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

大溝祭４００周年記念事業実行委員会のメンバー

上
田　
ま
ず
は
実
行

委
員
長

の
田
中

さ
ん
に

お
聞
き
し

ま
す
。
こ
の
実
行
委

員
会
は
ど
う
い
っ
た
思
い
で
結
成
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

田
中　

一
番
の
き
っ
か
け
は
、
４
０
０

周
年
を
起
点
に
し
て
、
次
の
１
０
０

年
に
今
の
大
溝
祭
を
継
承
し
て
い
き

た
い
、
と
い
う
思
い
で
す
。
報
告
書

な
ど
で
調
べ
る
と
、
70
～
80
年
前
と

現
在
の
大
溝
祭
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
点
で

違
い
が
あ
る
よ

う
な
の
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を

知
っ
て
い
る

人
は
、
も
う
ほ

と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
大
溝
と
は
大
変

ゆ
か
り
の
あ
る
お
城
で
す
。５
月
３
日
、

４
日
に
登
場
す
る
予
定
で
す
。

石
倉　
ま
た
、
日
吉
神
社
の
境
内
と
大
溝

陣
屋
総
門
前
に
は
、
祭
り
を
見
学
す
る

た
め
の
桟
敷
席
を
設
置
し
ま
す
。

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

今
後
も
祭
り
が
ど
ん
ど
ん
簡
素
化
さ

れ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危

機
感
が
あ
り
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
今
、
何
か
や
ら
ん
と
あ
か

ん
」
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

上
田　
副
委
員
長
の
林
さ
ん
は

　
ど
う
で
す
か
？

林 

正
浩　
僕
が
小
さ
い
時
の
大
溝
祭
は
、

も
っ
と
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
賑
や
か

で
し
た
。
そ
れ
が
年
々
小
さ
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
た
だ
寂
し
い
で
す
。

よ
そ
の
祭
り
に
人
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
「
大
溝
祭

の
方
が
す
ご
い
の
に
…
。」
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
地
元
の
人
の
大
溝

祭
へ
の
誇
り
や
、
担
い
手
で
あ
る
と

い
う
自
覚
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に

し
な
い
と
い
け
な
い
。
４
０
０
周
年

記
念
事
業
は
、

　

そ
の
た
め

の
い
い

機
会
だ

と
思
い

ま
す
。

林 正浩

垣貫 弘

田中 康彦

廣坂 吉憲 山田 篤志

石倉 和幸

※敬称略

林 邦茂 西川 五左夫

〜
４
０
０
年
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
〜

〜
４
０
０
年
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
〜

特集
特集　４００年の伝統を引き継いで

大
溝
藩
開
藩
・
大
溝
祭
４
０
０
年

大
溝
藩
開
藩
・
大
溝
祭
４
０
０
年
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　江戸時代、高島市勝野を拠点とした大溝藩の始まりは、元和

5年（1619）に伊勢国上野（現在の三重県津市）を本拠と

していた分部光信が、大溝藩2万石の領主に任じられたこと

から始まります。

　その時から400年、城下町、交通の要衝、

産業の拠点として発展を続けた大溝の歴史を

すごろくで紹介します。

元和5年（1619）

分部光信が大溝藩2万石の

初代藩主となる

織田信澄が築いた大溝城跡の西北

に陣屋を構え、城下町の整備を進

める

【2 万石をもらう、一つ進む】

天明5年（1785）

8代藩主・分部光実が郭内に藩校・脩身

堂を設立し、教導に中村徳勝を任命する

藩士の子弟は、8歳になると必ず入学

することが決められる

【勉強のため 1 回休み】

宝暦5年（1755）

現存する大溝陣屋

総門が建てられる

大溝陣屋は、藩主の居宅で

あると同時に政庁でもあ

り、内濠の外側には武家屋

敷が配置された大溝陣屋総門

昭和2年（1927）

大溝町立実家科高等女学校が開校する

江若鉄道が大溝まで延長される

大溝駅が開業した12月25日には、滋賀県知

事も出席して、盛大な開通祝賀会が開かれる

【高島郡に初めて鉄道が通る　二つ進む】

江若鉄道大溝駅の開業

昭和58年（1983）

大溝祭が滋賀県選択無形

民俗文化財となる

大溝祭り曳山

平成8年（1996）

本町通りの古民家を活用した

「びれっじ1号館」が開業

その後も新たな開業が続く

びれっじ1号館 平成27年（2015）

「大溝の水辺景観」が

国の重要文化的景観に

選定される

同年、重要文化的景観を

活かしたまちづくりを

推進する「大溝の水辺

　景観まちづくり協

　議会」が設立、大

　溝陣屋総門内に事

　務局を置く5月 3日（金）〜4日（土）の大溝祭で、

400周年の記念イベントが開催される

正保3年（1646）

2代藩主・分部嘉治が領

内の上小川村で塾を開いて

いた中江与右衛門（藤樹）

と面会する
藤樹書院跡

寛政3年（1791）

光実、大倹約令を公布し

て藩政改革に着手する

【改革が進む、
一つ進む】

昭和16年（1941）

第四高等学校ボー

ト部員11人が萩

の浜沖で遭難する

66日間にわたる

捜索が行われる

【捜索が難航
　　1 回休み】

昭和49年（1974）

昭和42年に着工し

た国鉄湖西線開通、

近江高島駅が開業 平成31年（2019）

祝・大溝藩開藩400年

※ぴったり合わないと

　ゴールできません。

文政7年（1824）

大溝藩士・前田梅園が地誌

『鴻溝録』三巻を著す

明治2年（1869）

11代藩主・分部光貞

が版籍を奉還し、大溝

藩知事となる

大正12年（1923）

大溝に湖西自動車株

式会社が設立され、

営業を開始する

寛文2年（1662）

大地震により、大溝領内で1022軒

が倒壊、死者約30人を出す

【市内各地でも甚大な
被害　一つ戻る】

延享4年（1747）

大溝城下で大火、

大溝6町170軒

が焼失する

【城下で甚大な
被害　一つ戻る】

※コマは、ご自身で

ご準備ください

サイコ
ロ付き

※このページを取り外してお楽しみください。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

寛文6年（1666）

大溝酒造仲間十六株が成

立する

【この後、醸造業が盛ん
となる　もう一度
サイコロを振る】

宝永元年（1704）

このころ、大溝祭に曳山

が登場した記録が残る

その後「すすき山」「殺

生石山」「役の行者」な

どの名のついた曳山も登

場する

日吉神社

文政9年（1826）

10代藩主・分部光寧が

近藤重蔵の預かりを命じ

られ、翌年、重蔵が大溝

に引き移される

重蔵は藩士と親交を深

め、『江州本草』30巻

を著す

近藤重蔵の墓
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⑤
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⑧

⑱

⑨

⑲
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大溝の水辺景観

2019 年2019 年

大溝４００年
すごろく
大溝４００年
すごろく
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